
観測帯域について

Remark:

「連星合体の観測を
優先する」とした
が、付帯する条件等
については現時点で
の合意形成が曖昧。
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観測帯域について(2)

論点1：(世界初)観測の、成功条件は？
• 国際共同観測網のなかで初観測する。

⇒１年間の観測で数イベント以上
• 重力波源のパラメーターの決定できる／決定に役割を担う。

質量、偏極、到来方向、
⇒波形の（ある程度の）決定精度

論点2: 初観測～1,2年で行う解析は？
• NS-NS：質量等（上記）決定
• SN, Pulsar探索

これらをまったく不可能にしてしまう選択は避けたい。
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検出レンジと観測イベント期待値：連星パルサーからの予想
3

Kim, C., “Galactic Pulsar Population: 
Current Understanding and Future 
Prospects”,
AIP Conference Proceedings, vol. 983, 
pp. 576–583, 

Range <Nev> C.I. 99% C.I. 95%
LCGT Reff = 185Mp ×0.4 2.5 +5.5          -2.0

+3.7
-1.7

(SN>8) 4.9 +10.7        -3.8
+7.2
-3.3

LCGT 185 Mpc 39 +86        -31
+58
-26

adv.LIGO 350 Mpc 264 +579          -207
+391
-177

LIGO 20 Mpc 0.05 +0.1             -0.04
+0.07
-0.03

註：表の下３行は、半径=Rangeの球で計算している。 adv.LIGO, LIGO のrangeについては、Kimの論文より逆算。

SN>10, 全天平均
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検出レンジと観測イベント期待値：LCGTの場合
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観測帯域について(3)

低温化しない場合については？
• Range は　50Mpcくらい？

年間イベント期待値は、0.05
「初観測」を公約するのは困難

• 低周波数でのメリットを強調する必要がある？
BRSEを選択
BH-BH, BH-NS をターゲットに加える

rate はかなり不定。NS-NSのように存在確認がまだない。

⇒ 低温LCGTの帯域検討とは、切り離して考えたい。
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